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技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

※ 

（ １ ） Ｄ Ｒ Ｍ に つ い て  

 Ｄ Ｒ Ｍ と は 、 デ ジ タ ル 著 作 権 管 理 の 意 味 で 、 電 子 機

器 上 の （ 動 画 、 音 楽 、 書 籍 ） な ど コ ン テ ン ツ の 無 制 限

利 用 を 防 ぐ た め の 技 術 で あ る 。  

 Ｄ Ｒ Ｍ が 登 場 し た 背 景 に は 、 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の

不 正 利 用 が あ る 。 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ は 複 製 し て も 品

質 が 劣 化 し な い こ と か ら 、 不 正 に 複 製 さ れ て 利 用 さ れ

る 場 合 が 多 い 。 こ の よ う な 不 正 利 用 を 防 止 す る 目 的 で 、  

Ｄ Ｒ Ｍ の 技 術 が 誕 生 し た 。  

（ ２ ） Ｄ Ｒ Ｍ の 仕 組 み  

 Ｄ Ｒ Ｍ に は コ ン テ ン ツ の 形 式 や 利 用 形 態 に よ っ て 様  

々 な 方 式 が あ る が 、 ユ ー ザ が 特 定 の 再 生 ソ フ ト ウ ェ ア

を 使 い 、 暗 号 化 さ れ た コ ン テ ン ツ を 復 号 し な が ら 再 生

す る 方 式 が 一 般 的 で あ る 。  

こ の 方 式 で は 、 暗 号 化 に 使 わ れ る 鍵 （ キ ー ） は 再 生

ソ フ ト ウ ェ ア 内 に 隠 さ れ て い る か 、 あ る い は ネ ッ ト ワ

ー ク 上 か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る こ と が 多 い 。 こ の 再 生

ソ フ ト ウ ェ ア が ユ ー ザ の コ ン テ ン ツ 利 用 を 管 理 す る た

め 、 利 用 期 間 の 切 れ た 後 に は 再 生 不 能 に す る な ど の 処

置 が 可 能 に な る 。  

（ ３ ） Ｄ Ｒ Ｍ の 課 題  

ａ ） 恒 久 的 な 再 生 が 保 証 さ れ な い  

 Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ほ と ん ど が 特 定 の メ ー カ ー に よ っ て 定

め ら れ 、 そ の 技 術 的 詳 細 が 一 般 に 公 開 さ れ て い な い こ

と か ら 、 再 生 機 器 を 買 い 換 え た 場 合 に 、 そ れ ま で に 購
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●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２－２ 

 

※ 

入 し た コ ン テ ン ツ が 利 用 で き な く な る 場 合 も あ る 。  

ｂ ） 消 費 者 の 権 利 に 対 す る 制 限  

 Ｄ Ｒ Ｍ は そ の 技 術 的 特 性 に よ り 、 理 由 を 問 わ ず 複 製

そ の も の を 制 限 し て い る 。 そ の た め 、 一 般 的 な 著 作 物

で は 、 著 作 権 法 に よ っ て 認 め ら れ て い る 範 囲 で の 私 的

複 製 、 抜 粋 、 デ ー タ の 編 集 な ど の 行 為 も 、 複 製 を 伴 う

行 為 で あ れ ば 制 限 さ れ て い る 。  

ｃ ） 特 定 環 境 へ の 依 存  

各 種 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 は 特 定 の ソ フ ト ウ ェ ア に 依 存 し 互

換 性 が 無 い こ と か ら 、 消 費 者 は 特 定 の ソ フ ト ウ ェ ア を

選 択 せ ざ る を 得 な く な る 。 ま た 再 生 や 閲 覧 の た め の ソ

フ ト ウ ェ ア を 利 用 で き る 環 境 に つ い て も 同 様 の 制 限 が

あ り 、 Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 を 使 用 す る コ ン テ ン ツ が 、 違 う Ｐ Ｃ

（ Ｏ Ｓ ） で 再 生 さ れ た 場 合 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 再 生 で

き な い と い っ た 問 題 が 生 じ る 。  


